
主な内容

記念すべき一号機です！
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自動販売機の設置ご協力、ありがとうございます！
売り上げの一部が社会福祉協議会で行う地域福祉活動の財源に充てら

れる「寄附付き自動販売機」の設置に、市内の法人様のご協力を頂いて
おります。（P ４をご参照ください）

●社会福祉大会開催報告………………… ②③
●福祉センター各講座開催のご案内……… ④
●楽しい手話講座開催の案内他…………… ⑤
●各種相談日程、川柳他…………………… ⑥

小規模多機能 おはな 様 滝沢市商工会 様

小山田電業株式会社 様ＪＡ新いわて 様

栃内第二病院 様

ケアハウス巣子 様
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たきざわ社協だより



≪写真右≫
記念講演でお話しいただいた

佐藤慶之様

≪写真左≫
笑いを交え公演した劇団

「友蔵と仲間たち」の皆様

大　会　宣　言
一、地域福祉活動の拠点として、地域住民誰もがいつでも気軽に集い、利用できる交流の
場の確保を目指します

一、「人材づくり」「地域づくり」「仕組みづくり」を軸にした第２期地域福祉活動計画を策
定し、地域住民の参画のもと、行政と協働し、社会福祉関係者が一丸となって、更な
る地域福祉分野の充実・強化に取り組みます

一、成年後見制度の推進に向けて、誰もが地域で安心して暮らすことができるよう、権利
擁護に対する意識醸成を図り、関係機関との支援体制の構築に努めます

一、福祉教育の推進やボランティア活動の振興などを通じて、住民相互の「支えあい・助
け合い」活動を支援し、災害にも備えた安全安心なまちづくりを推進します

一、福祉分野のみならず、医療・保健・教育・労働など、多種多様な分野の組織、機関と
のネットワークを強化し、多様なサービスの提供や活動の展開に努めます

第32回滝沢市社会福祉大会を開催しました

記
念
講
演
・
公
演
で
は
、﹁
こ

の
町
で
、
安
心
し
て
、
ず
ぅ
っ

と
暮
ら
し
た
い
！
～
じ
つ
は
身

近
な
成
年
後
見
制
度
～
﹂
と
題

し
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
カ

シ
オ
ペ
ア
権
利
擁
護
支
援
セ
ン

タ
ー
の
佐
藤
慶
之
常
務
理
事
を

講
師
に
迎
え
、
お
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
劇
団
﹁
友

蔵
と
仲
間
た
ち
﹂
に
よ
る
演
劇

﹁
還
付
金
詐
欺
か
ら
友
蔵
を
守

れ
！
﹂
を
テ
ー
マ
に
、
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
な
が
ら
成
年
後
見
制

度
に
つ
い
て
触
れ
る
場
と
な
り

ま
し
た
。

本
大
会
は
、
滝
沢
市
内
の
福

祉
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、
住

民
主
体
に
よ
る
福
祉
活
動
の
推

進
に
向
け
、
共
通
認
識
を
深
め

る
と
と
も
に
、
多
年
に
わ
た
り

社
会
福
祉
の
発
展
に
寄
与
さ
れ

た
方
々
を
顕
彰
し
、
そ
の
功
績

に
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
し
、

本
市
に
お
け
る
地
域
福
祉
の
更

な
る
充
実
を
期
す
た
め
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

﹁
住
み
慣
れ
た
と
こ
ろ
で
安

心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
、
支
え

あ
い
助
け
合
う
地
域
づ
く
り
を

す
す
め
よ
う
﹂
の
も
と
、
こ
れ

か
ら
も
皆
様
と
共
に
事
業
を
進

め
て
参
り
ま
す
。

平
成
30
年
11
月
23
日
、
滝
沢

ふ
る
さ
と
交
流
館
に
お
い
て
、

市
内
の
自
治
会
長
や
民
生
委
員
・

児
童
委
員
な
ど
約
３
８
０
人
が

参
集
し
開
催
し
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
多
年
に
わ
た

り
社
会
福
祉
の
発
展
に
功
績
の

あ
っ
た
個
人
８
名
・
８
団
体
の

皆
様
に
表
彰
状
、
褒
賞
状
を
贈

呈
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
年
度
の
福
祉
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
を
受

賞
し
た
市
内
の
小
中
高
等
学
校

の
児
童
・
生
徒
の
表
彰
と
、
最

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
８
名
に
よ

る
朗
読
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大会スローガン 「住み慣れたところで安心して暮らすために、
支えあい助け合う地域づくりをすすめよう」
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第
32
回
滝
沢
市
社
会
福
祉
大
会
被

表
彰
者
（
敬
称
略
）

◆
社
会
福
祉
事
業
功
労
の
部

～
多
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
事

業
従
事
者
と
し
て
社
会
福
祉

事
業
の
推
進
に
貢
献
し
功
績

が
顕
著
な
方
・
団
体
～

《
民
間
社
会
福
祉
施
設
役
職
員
》

千
葉　

五
郎
（
滝
沢
Ｎ
Ｔ
）

大
越　

勲
（
滝
沢
Ｎ
Ｔ
）

野
田　

知
秀
（
元
村
）

上
森
合　

由
香
（
巣
子
）

高
橋　

一
恵
（
元
村
）

《
社
会
福
祉
協
議
会
多
額
寄
附
者
》

斉
藤　

恵
里
子
（
滝
沢
Ｎ
Ｔ
）

《
社
会
福
祉
協
議
会
特
別
会
員
》

主
濱　

惠
悦
（
篠
木
）

立
本
整
形
外
科
い
た
み
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
（
元
村
）

植
田
内
科
消
化
器
科
医
院（
元
村
）

三
八
五
観
光
㈱
盛
岡
支
店（
大
釜
）

㈱
鴎
の
玉
子
盛
岡
支
店（
大
釜
）

金
井
耳
鼻
咽
喉
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
巣
子
）

㈱
リ
ー
ド
コ
ナ
ン
（
盛
岡
市
）

◆
優
良
社
会
福
祉
地
区
の
部

～
地
域
住
民
の
参
加
に
よ
る
福

祉
活
動
が
活
発
で
、
実
績
が

顕
著
な
地
区
～

小
岩
井
自
治
会
か
ざ
ば
や
し
ゆ

い
の
会

元
村
西
自
治
会
ゆ
い
づ
く
り
の

会
滝
の
沢

◆
褒
賞
（
在
宅
介
護
）

～
多
年
に
わ
た
り
在
宅
要
援
護

者
の
介
護
に
貢
献
し
た
方
～

土
屋　

靜
子
（
大
釜
上
）

≪
写
真
左
≫
小
岩
井
自
治
会
か
ざ
ば
や

し
ゆ
い
の
会 

柳
橋 
民
治 

会
長

平
成
30
年
度
滝
沢
市
社
会
福
祉
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
入
選
者（
敬
称
略
）

応
募
総
数
一
、五
五
六
編

◆
小
学
１
年
生
の
部

《
最
優
秀
賞
》

篠　

木　
　

幸
野　

彩
吹

《
優
秀
賞
》

篠　

木　
　

奈
良　

月
日

一
本
木　
　

深
澤　

皇
太

《
佳
作
》

柳　

沢　
　

大
島　

英
士

◆
小
学
２
年
生
の
部

《
最
優
秀
賞
》

一
本
木　
　

玉
城　

こ
う
子

《
優
秀
賞
》

篠　

木　
　

主
浜　

彩
花

篠　

木　
　

主
濱　

綾
人

《
佳
作
》

柳　

沢　
　

佐
々
木　

愛
心

滝
沢
二　
　

坂
本　

翼

滝
沢
二　
　

髙
橋　

和
虎

◆
小
学
３
年
生
の
部

《
最
優
秀
賞
》

鵜　

飼　
　

吉
田　

葵
惺

《
優
秀
賞
》

一
本
木　
　

横
田　

結
衣

鵜　

飼　
　

内
藤　

秋
人

《
佳
作
》

篠　

木　
　

堰
合　

梛
智

滝
沢
東　
　

中
軽
米　

柚
香

鵜　

飼　
　

吉
田　

圭
太

◆
小
学
４
年
生
の
部

《
最
優
秀
賞
》

滝
沢
二　
　

伊
東　

楓
弐

《
優
秀
賞
》

鵜　

飼　
　

高
橋　

萌
々
子

鵜　

飼　
　

澤
村　

柚
香

《
佳
作
》

篠　

木　
　

千
葉　

佳
暖

滝　

沢　
　

谷
藤　

光
真

滝
沢
二　
　

高
橋　

心
愛

◆
小
学
５
年
生
の
部

《
最
優
秀
賞
》

鵜　

飼　
　

大
森　

あ
す
か

《
優
秀
賞
》　

滝
沢
二　
　

下
野　

陽
翔

滝
沢
二　
　

佐
々
木　

歩
夢

《
佳
作
》

滝　

沢　
　

那
須　

晴
佳

柳　

沢　
　

櫻
井　

宇
実

鵜　

飼　
　

小
林　

優
太
朗

◆
小
学
６
年
生
の
部

《
最
優
秀
賞
》

滝　

沢　
　

山
口　

智
生

《
優
秀
賞
》

滝　

沢　
　

吉
田　

璃
藍

滝　

沢　
　

細
川　

聖
華

《
佳
作
》

滝　

沢　
　

高
田　

望
愛

鵜　

飼　
　

千
葉　

真
凛

鵜　

飼　
　

葛
巻　

愛
惟

≪
写
真
左
≫
小
学
６
年
生
の
部
で
最
優

秀
賞
を
受
賞
し
た
山
口 

智
生 

君

◆
中
学
生
の
部

《
最
優
秀
賞
》

滝　

沢　

１
年　

千
葉　

舞
陽

《
優
秀
賞
》

滝　

沢　

２
年　

葛
西　

未
泉

滝　

沢　

３
年　

佐
野
峯　

奏

《
佳
作
》

滝
沢
二　

３
年　

熊
谷　

祐
桜

滝　

沢　

１
年　

佐
藤　

楓
葉

滝　

沢　

３
年　

寺
沢　

俊
祐

◆
高
校
生
の
部

《
最
優
秀
賞
》

盛
岡
農　

１
年　

釜
石　

唯
杏

《
優
秀
賞
》

盛
岡
農　

２
年　

松
本　

怜
美

《
佳
作
》

盛
岡
農　

３
年　

河
野　

朱
音

第
71
回
岩
手
県
社
会
福
祉
大
会

10
月
31
日
に
開
催
さ
れ
た
第
71

回
岩
手
県
社
会
福
祉
大
会
に
お

い
て
、
本
市
か
ら
は
次
の
方
々

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

●
岩
手
県
知
事
表
彰

《
社
会
福
祉
団
体
の
役
員
》

佐
藤　

光
保

《
施
設
長
又
は
従
事
者
》

竹
田　

喜
美
子

●
岩
手
県
知
事
感
謝
状

《
在
宅
介
護
者
》

根
子　

た
き
子

●
岩
手
県
社
会
福
祉
大
会
長
表
彰

《
民
生
委
員
・
児
童
委
員
》

今
井　

剛

《
民
間
施
設
役
職
員
》

小
山　

尚
元

柳
村　

敏

《
永
年
勤
続
功
労
者
》

佐
々
木　

千
賀
子

●
岩
手
県
社
会
福
祉
大
会
長
褒
賞

《
在
宅
介
護
者
》

武
田　

フ
サ
子
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●
日　

時　

２
月
₁₆
日
（
土
）
₁₀:

₀₀
～
₁₂:

₀₀

●
会　

場　

滝
沢
市
市
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
講　

師　

富
司
幸
雄
さ
ん

●
協　

力　

滝
沢
市
茶
道
協
会

●
定　

員　

₁₅
名
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

７
０
０
円
（
材
料
代
）

●
持
ち
物　

持
帰
り
容
器
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

又
は
バ
ン
ダ
ナ

●
申
込
み　

２
月
４
日
（
月
）
９
時
よ
り
電
話
又

は
窓
口
で
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

❷ 

手
作
り
和
菓
子

　 

『
ね
り
き
り
』
と

抹
茶
を
楽
し
む
講
座

●
日　

時　

３
月
９
日
（
土
）
₁₀:

₀₀
～
₁₃:

₀₀

●
会　

場　

滝
沢
市
市
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
講　

師　

太
野
ヒ
デ
子
さ
ん

●
定　

員　

₂₀
名
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

７
０
０
円
（
材
料
代
）

●
持
ち
物　

持
帰
り
容
器
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

又
は
バ
ン
ダ
ナ

●
申
込
み　

２
月
₂₅
日
（
月
）
９
時
よ
り
電
話
又

は
窓
口
で
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

●
日　

時　

２
月
２
日
（
土
）
₁₀:

₀₀
～
₁₃:

₀₀

●
会　

場　

滝
沢
市
市
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
講　

師　

太
野
ヒ
デ
子
さ
ん

●
定　

員　

₁₅
名
（
先
着
順
）

●
参
加
費　

７
０
０
円
（
材
料
代
）

●
持
ち
物　

持
帰
り
容
器
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

又
は
バ
ン
ダ
ナ

●
申
込
み　

１
月
₂₃
日
（
水
）
９
時
よ
り
電
話
又

は
窓
口
で
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

❸ 

き
り
せ
ん
し
ょ
の

作
り
方
講
座

❸ 

き
り
せ
ん
し
ょ
の

作
り
方
講
座

❸ 

き
り
せ
ん
し
ょ
の

作
り
方
講
座

❶ 

花
ま
ん
じ
ゅ
う
の

作
り
方
講
座

福
祉
セ
ン
タ
ー
　
　

各
講
座

毎
年
、
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
講
座
を
、

本
年
度
も
開
催
し
ま
す
。
菓
子
作
り
を
通
じ
て
、

﹁
和
﹂
の
世
界
を
一
緒
に
味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

市
内
在
住
の
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
ご
参

加
い
た
だ
け
ま
す
。

︻
申
込
み
・
問
合
せ
︼

　

滝
沢
市
市
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

電
話　

６
８
４
―
２
２
３
３

　
　
　
　
　

６
８
４
―
１
１
１
０

の
ご
紹
介

寄
附
付
き
自
動
販
売
機

寄
附
付
き
自
動
販
売
機
は
売
り
上
げ
の
一
部
が

滝
沢
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
附
さ
れ
地
域
福
祉

活
動
の
財
源
に
充
て
ら
れ
ま
す
の
で
、
本
機
で
の

購
買
や
本
機
の
設
置
に
よ
り
、
社
会
貢
献
が
出
来

る
仕
組
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

寄
附
付
き
自
動
販
売
機
の
ご
利
用
、
設
置
に
つ

き
ま
し
て
、
市
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
賜
り
た
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

株式会社山本興業 様

受講者
募　集
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お知らせ・ご案内滝 沢 市 社 会 福 祉 協 議 会
住　所　滝沢市中鵜飼 47 －１

滝沢市市民福祉センター内
T E L　684 － 1110　F A X　684 － 1121
E メール：info@takizawa-shakyo.or.jp



初めて手話を学ぶ人を対象に、あいさつや自己紹

介など、簡単な会話について学習する入門講座です。

小中学生や高校生はもちろん、親子での参加など、

手話に興味をお持ちの方はぜひ一度触れてみてくだ

さい。

滝沢市内で活動している手話サークルの会員

がわかりやすく指導します。

皆様のご参加をお待ちしております。

盛岡北高校の生徒25人が11月27日、市内在住

の元菓子職人 富司幸雄さんを講師に迎え、「ねり

きり」作りを体験しました。

初めての体験に生徒は苦戦しながらも、それぞ

れオリジナルの形を表現。彩鮮やかに完成させ、

出来上がった菓子を友達と見せ合っていました。
※この事業には、赤い羽根共同募金配分金事業費の一

部が充てられております。 ※12月14日、北海道社会福祉協議会保育協議会へ
送金しました。

北海道胆振東部地震で被災した保育施設のため

に役立ててもらおうと ､ 大沢保育園の園児８人が

12月13日 ､ 市民福祉センターへ来所し ､ 支援金

8,800円を当会の佐藤光保会長へ手渡しました。

この支援金は、園児が育てたサツマイモを大沢

まつりで販売して得た収益金です。園児代表の藤

原早希さんは、「地震で困っているお友達に届けて

もらいたい」と話していました。

●日　程　２月15日（金）13:30～15:45

●会　場　滝沢ふるさと交流館

●テーマ　 “語ろう未来の通いの場”

～2025年誰もがいきいき暮らす滝沢市～

●コーディネーター　 岩手県立大学社会福祉学部

准教授　佐藤　哲郎　氏

●テーブル発表者　市内で活動されている住民の皆さん

●参加費　無料

●申込み　 ２月８日（金）までに社会福祉協議会へ

ご連絡ください

●日　程　①２月 ２日（土）　②２月 ９日（土）

　　　　　③２月16日（土）　④２月23日（土）

　　　　　※時間はいずれも13時30分から15時30分

●会　場　滝沢市市民福祉センター

●講　師　「手話サークルわすれな草」の会員の皆様

●定　員　15名（定員に達した時点で受付終了）

●参加費　無料

●申込み　１月31日（木）までに社会福祉協議会

へご連絡ください。

楽しい手話講座

第２回「滝沢これからカフェ」

高校生が菓子作りを体験 大沢保育園の園児が被災地を応援

親子での参加も大歓迎で
す！一緒に楽しく手話に
ふれてみませんか？

現在、市内

では様々な通

いの場が開か

れています。

活動者の話を

直接聞ける「カフェ」です。滝沢市の“これから”

について一緒に考えませんか。

もらいたい」と話していました。
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開催日 時　間 内　容 会　場 予約締切日

２/５（火） ₁₄：₀₀︲₁₆：₀₀ 法律相談　 スマイル・すまいる ２/ １

２/12（火） ₁₀：₀₀︲₁₂：₀₀ くらしの相談 市民福祉センター 予約不要

２/14（木） ₁₀：₀₀︲₁₅：₀₀ 相続・登記相談 スマイル・すまいる ２/12

２/19（火） ₁₀：₀₀︲₁₂：₀₀ 法律相談 スマイル ･ すまいる ２/15

２/26（火） ₁₀：₀₀～₁₂：₀₀ くらしの相談 市民福祉センター 予約不要

３/５（火） ₁₄：₀₀︲₁₆：₀₀ 法律相談　 スマイル・すまいる ３/ １

３/12（火） ₁₀：₀₀︲₁₂：₀₀ くらしの相談 市民福祉センター 予約不要

３/14（木） ₁₀：₀₀︲₁₅：₀₀ 相続・登記相談 スマイル・すまいる ３/12

３/19（火） ₁₀：₀₀︲₁₂：₀₀ 法律相談 スマイル ･ すまいる ３/15

３/26（火） ₁₀：₀₀～₁₂：₀₀ くらしの相談 市民福祉センター 予約不要

各
種
相
談
所
を

　
ご
利
用
く
だ
さ
い

市
民
の
皆
様
を
対
象
と
し
た
各
種
相
談
所
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
一
人
で
悩
み
を
抱
え
込
ま
ず
、
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
し
ま
す
。相
談
料
は
無
料
で
す
。

ご
予
約
は
☎
６
８
４

━

１
１
１
０
へ
。

●
く
ら
し
の
相
談
（
く
ら
し
の
相
談
員
）

●
法　

律　

相　

談
（
弁
護
士
）︻
予
約
制
︼

●
相
続
・
登
記
相
談
（
司
法
書
士
）︻
予
約
制
︼

課
題
　「
　
味
　
」一本

木
仙
人
　
選

サ
シ
ス
セ
ソ
　
入
れ
た
つ
も
り
が

味
不
足

久
保
　
フ
ミ
（
川
前
）

ま
じ
う
ま
い
　
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
味

孫
の
声

仙
波
　
誠
子
（
川
前
）

ひ
さ
し
ぶ
り
　
味
あ
る
声
に

ふ
り
か
え
る

菅
原
　
多
智
子
（
元
村
）

食
卓
は
　
味
よ
り
量
の
　
子
沢
山

小
川
　
裕
二
（
元
村
）

寒
い
日
に
　
心
温ぬ
く

め
る
　
味
探
す

田
中
　
ミ
ツ
子
（
元
村
）

次
回
課
題
　「 

身
近 

」

応
募
先
　
〒
〇
二
〇
‐
〇
六
五
四

滝
沢
市
中
鵜
飼
四
十
七
―
一

滝
沢
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　「
福
祉
川
柳
」
係
り
ま
で

締
め
切
り 

二
月
十
八
日

投
句
数 

ひ
と
り
三
句
ま
で

　（
掲
載
は
五
句
と
な
り
ま
す
）

※
作
品
を
添
削
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
氏
名
に
は
振
り
仮
名
を
。

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

平
成
₃₀
年
₁₁
月
1
日
か
ら
₁₂
月
₂₅
日
ま
で
、
次
の
方
々
か
ら
ご

寄
附
い
た
だ
き
ま
し
た
。

《
使
途
指
定
寄
附
》

・
滝
沢
市
精
神
保
健
福
祉
会 

様 

５
，
０
０
０
円

・
精
神
保
健
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
あ
ん
ず
の
会 

様 

５
，
０
０
０
円

・
古
舘
幸
雄 

様 

５
，
０
０
０
円

・
匿
名 

１
０
，
０
０
０
円

・
匿
名 

５
，
０
０
０
円

・
匿
名 

５
，
０
０
０
円

・
匿
名 

１
１
，
８
１
３
円

　

子
育
て
中
の
方
同
士
で
お
話
し
し
な
が

ら
、情
報
交
換
や
悩
み
相
談
を
し
て
気
分
転

換
を
し
ま
せ
ん
か
？
子
育
て
経
験
の
あ
る

優
し
い
サ
ポ
ー
タ
ー
さ
ん
も
参
加
し
ま
す
。

　

予
約
は
不
要
で
す
の
で
、お
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
♪

︻
鵜
飼
地
区
︼

　

毎
週
金
曜
日
₁₀:

₀₀
ー
₁₁:

₃₀

　

ス
マ
イ
ル
・
す
ま
い
る

︻
北
部
地
区
︼

　

毎
月
第
1
・
3
火
曜
日

 

₁₀:

₀₀
ー
₁₁:

₃₀

　

北
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

セ
ン
タ
ー

「チャチャチャ」
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